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　製糸工程において，繭にたいする加黙処理はいろいろ　　　　（4）湿触蒸区：予め減川三浸透後，金網製容器に入れて

な条件のもとでおこなわれ，しかもそれぞれ梅めて重要　　　　　触蒸（5，10，15分闘）し，ただちに熱水漫潰した。

な役割をもつている。これらの加熱による繭質変化は加　　　　生繭層の無水量は原最測窟時に抜耳更つた試料の水分率

熱条件および被加熱物の状態により異り，たとえば繭屑　　　から推定した。

にたv’す礁燗留ものの影懇，，加捌醐醜kすtt・7k　縁1蠣膨懐はC・・1・・イ・r試騰（内径3・m）に湘・k

分・アンーe”アガス，浸灘の　甫体浸Ll騰ll灘等軸　・・ccを入れ，　W・…B・・h　1：1，・で恒温（95°C）に還した

げられる。しかし・これらに関一S『る報文・・lll・同一謝；1・に　のち試料を投入，所驚麟1】（5，10，・15，・20，・30・f，〉間）浸1轍

たいする乾熱，湿熱等の加烈1法別の比較は少い。本報で　　　取出し，ただちに建めた条件で脱水，湿凱鍛をもとめ，

は乾繭，煮繭工程の各熱処理を脅測ヒするための基礎実　　　その無水量にたいする増加水分量の割合で示した。繭醗

験として，生繭にたいする加熱方法の繭層膨化，湾解性　　　溶解度は浸漬rl1の溶解減耗量をもとめ，無水原澱にたい

におよぼす影響について実験した結果を報告する。　　　　　する割合で示した。

　起稿にあたり，1餅交閲ならびに有益な御助喬をいただ　　　　ここに浸潰処理繭層の無水：職則定にあたつては，あら

いた当学部長林寅三教授，高木春郎助教授，また研究に　　　かじめ低温（60°C内外）で約8時間乾燥後，110°C，1，5

協力された吉池恵美子嬢に深謝する。　　　　　　　　　・時降冒乾燥し湿潤繭層セリシンが秤量管の内壁に附i檎固化

　　　　　　　雛柵び方法　　憲謡を防ぎ’秤量上の誤糠力少儲よ畑

供試材料は昭和32年本学痔瞳，春生繭（日122X支122　　また，各区10分浸漬後の試料を劃齢勺に外，・1’．1・内層

改）約2000粒の切開繭層をもちいた。試料は繭層を繭長　　　ほぼ均等に剥離膚男IJし，練滅盤より繭層別溶解度を推健

方向に8等分し・1回の使1羽最を4粒分（1．5～1．69）と　　　した。さらにこの練減貴（残存セリシン騒）にたいする

した。これらをつぎの試験区分にしたがい熱処理し，そ　　　前記浸漬脱水後の水分量の割含をもつて繭1帝セリシン膨

れそれの繭層膨化，溶解度を測定比較した。　　　　　　　化度を示した。

（1）対照区：生繭層を減圧（10mmHg）浸透（H，0，

　　20。C）し，湿潤せしめたのち直ちに熱水浸漬した。　　　　　　　　　結果および考察

　（2）乾熱処理区：生繭層を100°Cの恒温乾燥器中で加　　　　（1）加熱処理法別繭層膨化度比較

　　熱（・β・5㈱）後，・融方文置して実験に鰍し　あらかじめ，ここでいう膨催とはいわゆる幽度と

　　た・熱水浸灘あたり獅灘1受透によ備層浸潤　は異り・繭層の熱水灘紳に溶肌た）！｛IY＞を除いた残部

　　を行つた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　についての見樹上の儀であることをおことわりする。

（3）乾触蒸区：金網製容器に試料を入れ100°Cで触蒸　　　　煮繭処理工程において，繭摺膨化度は繭解紆の良否と

　　（5，10，15分間）後，ただちに減圧浸透を行い熱水浸　　　密接の関係があり，煮繭程度の判定上有効7S　一一要素で泣，

　漬した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。第1表および第1～4図は加熱処理法別の繭層膨化

＊　本研究は「煮繭に開する基礎的研究（第3報）」とするo

＊＊償州大学繊維学部製糸学研究室
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es　1表　加熱処理法別繭層膨化度（％）

一浸潰時闇　　処理区分　　＼一＿
　　　生　繭　層（無滲透）

遇欄盗晒層（棚殴
　　　乾熱1時間

（2）　　’ノ3「時…田】

＿＿一＿！な5時澗一＿＿＿一＿一

　　乾触蒸5分
（3）　　　”　　10分

　　　tt　15分
　　湿触蒸5分

（4）　　”　10分

　　　〃　15分
一．

u鋤虫蒸Bコ分後帝灘i乞礫

㈲　　〃　10分　〃

　　　〃　15分　’！

5分 10分

128：ヒ7．　8　　　　　135±　7，3

174±：11．8　　　　　190±11．7

163：ヒ12，5

165±9，4

173：ヒ9．0

　　148±15．6

　　145±7．1

　　146：ヒ10．0
－一一 u9’5±i2．至㎜

　　188±11，3

　　197±10．3

182±14．7

173±5．4

181ゴ：10。6

・5分i
137：ヒ11．4

186：ヒ18，1

176±15．1

173±8．ア

182：ヒ13．5

158±　6．3　　　　　164：ヒ12．5

157±13，0　　　　　163：ヒ　9，3

159：±：14，0　　　　　158±12．5

195±9．0

204　t8．0

193±6．2
167±14．0

190±12，5

189：上C16，8

20分

143ゴ：15．5

196±8．8
　　182ゴ：14．0

　　179：ヒ22．9

L＿lz遮亙凱
　　　　　　　162±19．9

　　　　　　　158：ヒ7。3

　　　　　　　160±13．0
199±8．2』M㎝…… Q65ヨ三『【凱…～r

208±　9．4　　　　　207dヒ　8，0

203：±：11，5　　　　　200±11．5

30分

143±9，1

198：ヒ15，2

183：ヒ10，9

184±7，3

184±29．7

173±6，2

164±14，3

165±9，7
210±11，2

202±8．3

201±8．0

（fl雪非頁1愛95％）
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度を示すものである。　　　　　　　　　　　　　　　　蒸処理結果は，策4図のごとくである。湿触蒸区は対llll

　図および表のごとく，いずれも浸漬1】可間の増加にとも　　　区よりいずれも膨化匿火であるが，第5表のごとく，触

ない膨化度は漸時増大する。　（浸潰時1謂をさらに増加す　　　然時間にょる差は明瞭ではない。

るときは，セリシソの溶出によりブイブロイン量にたい

す翻轍徽リシ環曙1恰が減少し，膨tLI．N，lit」k，はい　＿鰯畿分腸雌1羅）
つたんSaturateし，その後，下降してふたたび・F衡に　　　　　　要　　因　　　分散比　　　判　楚

達す鴇獺図眈纈1をあらかじめ灘1したものとし　　浸1欝1胴三36。。下釈葡）；蕊r
なV・ものとの鰍である．第2表はその撒分欄1果で　　角亘｛’描「II（B）　O・92

ある．酬生翻（、’・．」・照区）の眈度闘1甥しないもの　＿鮭二㈲2」8’ド．愚9堕豊里

より明らかに大きく・また熱水浸演時間による艶も有意　　　　なお，湿触蒸後常温で｝1吃燥した場含（熱水浸1ゴ‘前滅圧

水準1％で認められ・浸1蛋塒間とともに漸凋！｝大する・　麗）の測矧i眺参撫でに第嬢味1。に示した談

なお・第2～4　ilt71には比1峻燃1の便をはかるため，対1！τ！　には10分浸灘・∫1｝合のみを糺ゾ、が，蝦｛1：と死｝んどlri1

区の測定髄’撒でそ藷認れに・己入した・　　　　徽α）1靴度であり，乾触、黙より明らかに熔いこ：と

　　　　　　　簾2表　分散分析綴果（1）　　　　　　　　がわかつた。

　　　要因　分1、・・ScbL　判定tht　　　鯛・，加鐸1鯉脚川ll鞘靴蹴蝋し繍鴇乾熱
　　浸灘臨）て訂一π。臨繭δD瀦葡へ　および｝　乞撚畑によつて膨嬢鰍少しt　’i｛2：膿螺
　　鯉酬］（’B）317．0　棘F・、。（0．01）＝7．・31　は物こ墨購であることがわかつた・また湿角燃畑【1に」：

　　（A＞×（B）　　　　1・64　　　　　　　　　　　　　　　つてやや膨1ヒ度が増す傾向がみs｝）れだ。ただし実験範囲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内では乾禦1処Jliil［器こを除き加梨1噛…聞｝こよる藩iはみとめらオ・し

鰍（1°°°C）処鵬椥ま第2図のごとく・いずれも　なか・・た．これら繍畑1法ll・1の輔靴脚ちが嚇

対駆砒し小さく諒た櫨1酬によ磋臨3麹’　繭ノ。剛1に瀧坐じ，したカめてセ，。。卿轍梶琵に

ごとく粛意水獅％で認めNvt：・すなわち繍塒　よる撚のほ力欄殼徽畷1ヒから備角惣、搬を

駆より3時駆へと減少し謝1熱5日欄区では3嚇胃　もたらす駆1になりうるものと獣ら禍。

区より物する1餉をみとめた・さらに浸潰㈱と騰　 （2｝加糊理ラ矧繭醗鵬比較
醐の虹糊は臆水獅％でみとめられた・　　すで確謂灘t乾購をもちいて纈におよ1雲蜘

　　　　　　　第3表分散分析結果（2）　　　　　　　　熱温度の影響（湿度一定）をしらべ，溜臓の高い程（90。C

　　　要因　分徽　判定　　　“”7°°Cにおいて），i騨帳い1：9そ酬｛㈱抗醐加
　　浸演時㈱　23。3。＊F・。（。．。1）．，．、τ一　99，るも・、鰍島ロ毒闘以降は緩樽ることを報整・し・金

　　力日熱㈱㈲　4，・28・F2。（0．05）＝3．15　子・畑，松縄は車乞燥により輔甥シンの渤鍍を
　　㈲　X・B）　　　38．8　＊＊FSee（O，01）・・2，82　　　低下し，乾燥暗闘の畏いものほど薯しく，また，内層部

　　　　　　　B1＞B鵡、＞B，　　　　　位の低下が蜥耽比し多くなることを報告している．さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…’　　　　　て，内部に盤蠣を包蔵した状態で加熱処理する場含は，

　つぎに・乾触蒸処理効果については第3図に示すごと　　処理過程で，輔体水分その他の影響が複雑な紐合わせ条

く・対照区より明らかに減少することが知られた。ただ　　　件をとることが予想される。したがつてこれから結果の

し本実験の範囲内では触蒸蒋間による差はみとめられな　　解析を行うことは難かしいと思われる。本実験ではこの

かった。（第4衷）　　　　　　　　　　　　　　　　　意味から，繭隅のみにたいする乾熱・湿熱処理等の繭厨

　　　　　　第帳分散蜥繍・）　　　溶鰹こ蕪よ璽響をも増比較した・肝の蝿

　　　嬰㈱ヒ判一定　　畿難劉塞犠璽より融た繭購
灘灘1：ll＊＊F4・（°・°1）：3・61　・づ・溶・髄ヒ較す翻欄の・・㈱・ぬ

㈲×a3）　4．84　・・F・、。（0．。1）＝2．・82　れがたV’｛蠣およev虫特の繭灘1繊を有するもの1こたい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しては，セy’シンそのものの溶解性のほか，繭の形質的

また，煮繭処理工程の蒸気熟成部1こ関連性のある湿触　　　要因も充分に考慮する必要がある。そこで，最初に血繭
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．　　　　　　第6畿　加熱処理法別繭厨溶解EE

⊃壷憂準璽二L5乞　一堕一．1
　　盗ヒ繭層（無滲透）
（1γ湿澗‘醐層㈱T！区）

　　乾熱工「1寺間

（2〕’　　〃3時閤

　　　〃5【1竜…i削

　　」：吃蒋虫蒸511｝

（8）’　〃　10分

　　　〃　15分

3．57ゴニ0．15　　　　4，22ゴ：0．51

3．60：ヒO，45　　　　4．45±：0，36

15分

　　湿触蒸5分
（4）’　　”　10分

　　　〃　15分

　　湿触蒸5分後常漁乾燥

（5）”1　ユ0　　〃

　　　”　15　　’！

4．36：ヒO．40

4．88±0．79

3．15±0．601　　　3，55±0ワ79　　　　4，48±0。36

3．09±O．41　　　3．79±0，51　　　4．09±0．23

3，40：ヒ0．46　　　　4．05±0．22　　　　4．69：ヒ0．26

2，94：ヒ0．88

2．83：±：0．26

3．82±O．35

5．IOIヒ0．50

5，16：ヒ0．47

6．27±0，59

4，31ゴ：O。43

3。97±0．31

4．66±：0．61

4，31ニヒ0，23

…8±・・38［…吐・・56

5．43±ヒ0．13　　　　6，04ゴ：0．47

5．80：±：O．29　　　　6．49：ヒ0。21

6．30：1：0．49　　　　7．40±0，52

3．75：ヒe．30　　　　　　－－

4．12：ヒ0．33　　　　　　－

4．50：ヒ0，18　　　　　　－一

・・分1・・分

4，93ゴニ0．53　　　　6．10±0．76

5．78±O．37　　　　6．94：ヒO．63

4．72：ヒO．28　　　5，41ニヒ0．45

4．52ゴ：0。49　　　　5．35ゴ：0，76

4．99±0，47　　　　5，84±1，44

4．71±0．74i

4脅84±O，51

5．77：ヒ0．61

6．00：ヒ0．54

7．11：i二〇．54

8．22±0，69

5，89ゴ：O，53

5，63±0．48

6．09ゴニ0．61

7。OOti：1，21

8，QOゴニ1．34

8．92：ヒ0．26

（f三ζ牽じ［「斐9596）

摺を湿潤したものとしないものとについて溶解憐を比較　　　　つぎに蛋繭層にたいする乾触蒸効果は第7図薯5よび第

した。第5図および第7表のごとく，湿潤生繭層（対照　　　9表のごとくである。乾熱処Ji！llの場脅のごとく，触蒸5

区）は有意水準5％で湿潤しないものより溶解性大なる　　　分，10分と次第に溶解度は低下するが，触蒸がある限界

ことが認められ，この傾向は浸澱20～30分において特に　　　な超えるとセリシソの易瀞化が促進されるためか，触蒸

明11寮であつた。以下第6～8図には比較！こ便ならしめる　　　15分においては逆に増大することがみとめられた。

ために，対照区の測定鱗を点線で記入した。　　　　　　　　　　　　　ec　9表　分散分析結果（3）t

　　　　　　　第俵分散分析結果（1γ　　　　　　　要　堕＿＿－6｝散些＿」型楚

　　　聖．．Pl＝型ヒ」雛＿一＿　謙隠聡ll：8漁：器：1：8S
　　：t・t71量lkセII寺H，Sl（A）　　　　45・5　　　＊＊F440（0・01）＝＝3・82　　　　　　　 （A）　×　 （B）　　　　0．2

雛囎　1：1＊F14°（°’°5）＝＝4’°8　A業A1・＜・・業…臨・・＞B1・為義一

　　　　A業A1。＜A讃A讃A、。B・諄乞乏珊　　　 これら姓輔の被定なセリシソが加熱難す翻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合，加熱により水和性を滅じ難溶化する反面，熱分解に

生輔にたいする乾熱鯛1効果は第鋼のごとくであ　よ砺溶化も併起し，瀦の獅過程にお1澗蝦のち
る・燃｛区よりいつれも渤被を減少し・力1勲柵によ　がV，、・、，よるものと考えられる。

る差は第昧のごとく補水準5％でみとめられた・す　　っぎに，あらかじめ減畷透により浸潤せしめたiS　ig’　L；，；i，

なわち加熱1時闇より3時間へと漸時減少するが・加熱　　　を所定時間触｛蒸後，これをただちに熱水浸潰した場含に

5時闇区では逆に増加することがみとめられた。　　　　　　っいては第8図および第10表に示したごとくである。

　　　　　　　第8衷　分散分析結果（2｝t　　　　　　　　　　　　　　　　第10図　分散分析結果㈲’

　　　要因　分散比　判定　　　　要困　分散比　判定
　　潅と言資口右…t－1，il（A）　　　　　42．2　　　　＊＊F㌔o（O．01）＝3．64　　　　　　　　　　言畳寺責日寺1蘇」（A）　　　　　42．7　　　　＊＊F㌔o（O・Ol）＝＝3・64

　　カrl禦㊨寺聞（B）　　　　　4．3　　　＊　　F20‘、（0．05）＝＝3．15　　　　　　　　　角虫裏撰n寺li取B）　　　　56．2　　　＊＊F20，e（0．01）＝4．97

　　（A）　×　 （B）　　　　0，5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（A）　X　 （B）　　　　1．5

　　　A業A1誕A1、＜A，。芝A、｛】，　B1＞B，ξB、∫B、　　　AsくA1護A1，くA，。芝A，。，　B、芝B1，ぞ鼠5
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　対照区に比し湿触蒸区はいずれも潴解度を増し，触蒸　　　　加熱処理別膨化・溶解度の概要は前述した如くである

時間とともに著しく増加することがみとめられた。これ　　　が，さらに処理効果の内容を知るために，繭膳別の溶ll皐

は湿潤繭層の触蒸処理によつて，セリシソの加熱変性と　　　度をもとめ比較した。1例として各区10分浸演区につい

ともにセリシン分子間への水分子の介入を促進し，物理　　　て示した。まつ繭層を剥離願男llして墾置的に3等分し，

的に著しく易溶化するものと考えられる。なオ参皆まで　　　それぞれの練減率（残存繭層セリシン）をもとめ，無処

に湿触蒸後常温で乾燥し，熱水浸漬前に享威圧浸透した1　　　王「ll区の練減率との差をもつて繭層別溶解麗創｛危定した。

例を第6表末尾に示した。対照区に比べ溶解度の低下は　　　ただしこの場合の練減率は精練後のブイブロイン量を簸

それほど欝しくなく，また触蒸lioni！jの長いものほど溶解　　　準として御：出したものである。また，この残存セリシン

度が増加することを知つた。　　　　　　　　　　　　　　　量にたいする前記繭層膨化度測定時の増加ノk分量の割合

　（3）繭層別溶解度比較　　　　　　　　　　　　　　　でセリシン膨化魔（仮称）を1算出し，滲考までに示した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1循蔓　各区繭屑別涯｝解度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　mPllinm外　　　　　　　層　　　　　　中　　　　　　　1轡　　　　　内　　　　　　　1

練　減　率
　　雫u酬度練滅率

　　　苧榊「曽π一rゴ．「一Lo溶解度練　減　率／

無処理区　　　45，6　1：1．2

生　　蒋両　　層　　　　　　　　37．6：ヒ2．2　　　　8．0

謳醍訓澗＿ヒ蘇1靖ノ’」’ii　　　　　　　　36，8：ヒ2．1　　　　8．8

乾熱111寺闇

tt　3　’1

il　5　　〃

溶解度

一1　　　　26。5±O．9

　　．
26．1：ヒ2．2　　　　0，4

23．O±2．0　　　　3，5

23。9±0。4　　
一

23，7：虻：｝．4　　　0．2

20，4：圭：1，1　　　　3．5

35．7ゴ：1．3　　　　7．91　　　　　23．6ニヒ0．3　　　　2．9　　　　　　21．1：ヒ1．3

39．9：ヒ2，2　　　5，7　　　　　23，8±3．1　　　2．7　　　　　22．7：ヒ2．1

38，7±1，2　　　　6，9　　　　　24．1±0．3　　　　2．4　　　　　22．2±二1，3

セリシン膨化
畷i

卓乞1独淋｛5分　　　　　　　　　38．2±2．3　　　　7，4

tt　　　10〃　　　　　　　　37．3±3．5　　　　8．3

〃　　　　15”　　　　　　　　　36．1d：1，4　　　　9．5

598±41

914　t：77

湿触蒸5分

〃　　10〃

〃　　15’ノ

33．3ゴ：3，0　　　12．3

31の6：ヒ1．9　　　14，0

31．3±1．3　　　14．3

25．8：EFL　1，3　　　　0．7

22。8：ヒ0．5　　　　3。7

23．2：：ヒ1．5　　　　3．3

22．7±1，3　　　　3，8

23．0±1。9　　　　3．5

22．6±1．0　　　　3．9

22，7：ヒ1．4

20，3tl：2，8

20．7：ヒ0，5

2．8i　　　　865：±：98

L2　　　　771士10

1．7　　　　　817：ヒ47

1。2　　　　　699±45

3．6　　　　　75ア：ヒ57

3．2　　　　　734±39

21．9±0，6　　　2．C

20。9：圭：2，0　　　3．0

2Q，5±1，2　　　　3，4

923±87

1018士69

968：ヒ56

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（信頼1斐95％）

　第1鞭に示すごとく，生繭暦にたいして湿潤生繭層の　　　なかった。したがって第6表の結果と必ずしも一致しな

溶触度が増加したのは，繭層浸潤の紬馬中，内層が著し　　　かつた。加熱処理別のセリシン膨fヒ慶は第11衷に示す如

く増加するためであることがわかつた。乾熱および乾触　　　く，大体，前記繭襯膨化度と同様の傾向であり，乾触蒸

蒸処理区においては加熱処理時闘による差は余り明瞭で　　　区の膨化慶は明らかに小さいことがみとめられた◎

ない。しかし，乾熱区において加熱3時間区の溶角皐度はい　　　　（4）加熱処理法別溶解曲線についで

ったん減少し，5時開区でやや増加する傾向がみ叡・L，乾　　　　繭層の加熱変性により当然その溶町i機構もかわり，

触蒸区においては触掬1竃」闘とともに溶解度は増加し，と　　　その影欝が溶解曲紀畏ヒにあらわれてくるものと考えら

くに中・内層の増加が著しV・ことをみとめた。湿触蒸区に　　　れる。そこで第5～8図に，rした各区溶解曲1鴛睡観察

おいては外層の溶解度増加も著しいが，また，中・内層　　　すると，　対照区，　乾熱1時1｝1拠理区および乾触蒸5分

の溶解度も大きく，煮繭熟戒部の処ユ魑ジ深と関連し興昧　　　10分区では浸演10－20分の1、1遣に変曲点　（concave）が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12）
．あることと思われる。この点に関連して丸山はセリシソ　　　みとめられ，それぞれカi融処ヨ、ll塒1｝｝iの増加とと誕、に次第

の溶解度は蒸煮li郵間の長くなるにしたがって増加し，し　　　に消失する傾同がみとbbられた。これに関連して，中村
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（t））
かも蒸煮による外層の溶解度にたいする中・内層の溶鰯・　　は生繭およびv」外線転燥繭の涯茅解曲線をしらべ，2～4

度は｛煮繭に比し大であると［侵告しているo　　　　　　　　時閲溶解区に変曲点が存在すlt，が，赤外線照射時μIIとと

　いずれにしても第11表の測‘櫛1「1：は繭周別溶解彦ξの間接　　　もに次第に消滅し，霰た熱気乾燥繭には変llll点がみとめ

的な測定結果であるために，ある程度の誤差はまぬかれ　　　られないことを指摘している。窪た変曲点の発k原1天1と
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して，溶解の初期に易溶性セリシソが溶出し，変曲点を　　　点がみとめられた。しかしこれは加熱時闇とともに次第

境に難溶性セリシソの溶出が考えられ，両セリシンの溶　　　に消失する傾向を有する。

解性の差が著しいときに発生し，易溶｛生セリシンの難渚　　　　　（5）　繭層の膨化・溶解性駈H二il茂する↓易舎，繭殻構1査鱈｛の

化とともに均質化すればconcaveは1肖失すると考繁し　　　形Eft　lll勺要關を充分考゜慮一霧‘’る必要のあることをみとめた。

ている。

本実験における瀞・1撚・・刻1点は1蝋…－2・分での　　　　文　　献

問題であり中村の指摘した（2～4時間）ものとはお　　　1）　伊藤武！」3・小森厨範三：拠化，15（1），53N55（1939）

のつからことなるものと思われる。また変曲点の発生原　　　2）小塚三多古・外2名：口蚕誌，24（2〕，127～131（1955）

因は両租1セリシソの溶解憐の鑑によるほか，むしろ繭熈　　　3）金子英雄：外3名：蚕学誌，2（2〕，125～141（1930）

の膨1閏・溶解過繰における繭殻組織変化と轡楼の関係勘　　　4）　伊藤琵覧男・小森康三…三：農化，15〔3），300～304（1939）

有するものと考えらtvる・すts・’2・Pち，変熱｛生による難溶　5）卿11潤　　療学誌，12C3），145～149（1941）

化の比鮫的少い場合は熱水浸潰による繭屑の膨化著し　　　6）　太田良儒　　　　　：郡是研彙（7），42～54，（1941）

く，　一時は繭層間隙のの或少による惜解速度に停滞を坐　　　7）　奥　正EL　　　　　：セリシン慮蒲論，　：20～22

0，溶解の進行とともに正常に恢復するため，その部分　　　　　　clg43）

に変曲点を生ずるものと思う。宏た加熱変性により蘭梅備　8）松塞介　　 ：1ヨ礁澁19（6），　600・w602（1950）

膨化度が低下しても・繭層間隙の減少による溶解度の低　9）中村勉　　 ：1ヨ籏rl1部，（7），19～2（〕（1956）

下が緩和されるため変曲点は発生しないのではないかと　　10）松本介・申村勉1日蜜融，26（3），242～243（1957）

も・考えられる・（．1例・　i乞触蒸区は繭脚F｝lf臓の低下箸　11）林斑三・外3名・鮒1繍110～115（1952）

しいにもかかわらず溶解度の～h，it少は他区に比し顕著では　　　12）丸1」」義十　　　　　：生勇≒，1（4），　g（1952）

ない）

したがつて輔のごとき賜繍奪造鰍鮪するもの　　　　　s“mma’y

にたいする溶解現象は，その形質的要因により著しく左　　　　In　the　present　report　the　writer　studied　on

右される面が考えられ，結果の判定に明確さを欠く点に　　　the　effect　of　the　heating　conditions　on　the　degree

留意する必要があるものと思う。これらの点にっいてさ　　　of　swelling　and　solubility　of　the　raw　si…k　cocoon

らに検討するとともに，加熱時の繭質変fヒにi劉係する他　　　shells．　The　brief　results　obtained　are　as　follows：

の要因についても研究をすすめる予定である。　　　　　　　　1）　The　degree　of　swelling　and　solubility　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　raw　cocoon　shells　heate（王in　dry　air（for　1，3，

　　　　　　　　摘　　要　　　　　。，・5h。。，s）。t　1・O・C・decreases　i。，。mp，，isi。。　with

　生繭層にたいするカll熱処理法別の膨化・溶解性にっい　　　the　unheated　control．　But　the　heatin暮ti！11e　has　a

て得られた結果の大要は次の如くである。　　　　　　　　　certain　limit，　and　when　it　passes　over　the　liluit，

　（1）　乾熱（1000C）処理（1，3，5蒔闇）　繭屑は対照　　　　the　curve（degree）of　swelling　and　solnbility　rises・

区より繭暦膨fヒ・溶解度ともに減少するが，加熱5時闘　　　　2）The　degree　of　swel1重ng　of　the　cocoon　sheHs

区においては3時…間区より増大する傾向がみとめられ　　　moistened　in　steam（for　5・10・Qr　15　miロutes）at

る。　　　　　　　　　　　　　　100°C・remarlcablly・educes　in　c・mparis・且wiUユthe

　（2〕乾触蒸（100°C）処理（5，10，15分）繭暦は繭層　　　controL　But　when　the　cocoon　shells　are　thus

膨化度著しく滅少し，溶解臓は触蒸10分区まで滅少した　　　mQistened　for　more　than　15　minutes，　their　solu一

が，触蒸15分区においては逆に増大する。　　　　　　　　　bility　increases．

（3）湿触蒸（100°C）処理（5，10，15分）繭層は，繭　　　　3）When　the　cocoon　shells　are　moisteped（for

層1釧ヒ，溶解度ともに対照区より火き．く，溶解度の増加　　　5，10，0f　15　minutes）at　IOO°C　after　dippmg，　both

はとくに著しい。繭層別では外層はもとより中・内層の　　　the　degrees　of　swelling　and　solubility　increase

増加も著しい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　that　of　the　latter　is　rnore　evident．

　（4）各区溶解曲線を観察した結果，対照区，乾熱11欝　　　　The　solubility　of　the　niidclle　or　the　hmer

闘処理および乾触蒸5分，10分区において，ll駒莫に変【lh　　　layers　of　the　cocooll　shells　increases　as　well　as
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the　outer　layers。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　those　moistened　for　five　or　ten　minutes　at

　　4）When　all　the　solubility　curves　of　the　testing　　　100°C，　But　as　the　duration　of　the　heating　time

samples　thus　varieusly　treated　are　examineCl，　a　con－　　　　　increases，　the　concave　decreases　till　it　disapPeares．

cave　can　be　found　in　each　of　the　curve　of　the　raw　　　　　　（Laboratrory　of　Filature，　Faculty　of　textile　and

cocoon　shells，　those　heated　for　one　hour　at　100°C　　　　Sericulture，　Shinshu　Univer＄ity）

b


